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会議録（１） 

 

 

 

会議の名称 平成２８年度第２回飯能市下水道事業審議会 

開催日時 
平成２８年１１月１１日（金） 

開会 午前１０時００分 閉会 午前１２時００分 

開催場所 飯能市役所 本庁舎２階 入札室 

議長氏名 内沼正実 

出席委員 
内沼正実、青木茂、前田悦子、新井茂、新野代里子 

嶋崎季子、平尾徹 

欠席委員 小池重彦 

説明者の 

職氏名 

上下水道部長    町田 靖 

参事兼下水道課長  佐野 勇 

主 幹       利根川 忠宏 

主 査       加藤 智史 

主 査       土肥 伸光 

傍聴者の数 ０人 

会議次第 別紙のとおり 

配付資料 別紙のとおり 

事務局職員 

職氏名 

飯能市長      大久保 勝 

上下水道部長    町田 靖 

参事兼下水道課長  佐野 勇 

主 幹       利根川 忠宏 

主 査       加藤 智史 

主 査       土肥 伸光 

主 事       浦前 良平 

主 事       都築 遼子 

主事補       鴨下 朋樹（書記） 
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会議録（２） 

議事の概要（経過）・決定事項 

議 事 

（１）会長、副会長の互選について 

   以下のとおり決定した。 

   ・会 長  内沼委員 

   ・副会長  青木委員 

（２）飯能市合流式下水道緊急改善計画事後評価について 

   資料により説明し、質疑応答の上、内容について了承された。 

 

報 告 

（１）平成２８年度下水道管きょ布設工事予定箇所（追加分）について 

（２）企業会計方式への移行について 
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下水道課長 

 

 

 

 

 

 

 

下水道課長 

 

 

 

 

下水道課長 

 

座 長 

 

 

 

 

 

 

下水道課長 

 

 

座 長 

 

 

 

 

座 長 

 

 

 

 

開会 午前10時00分 

１．開会 

２．あいさつ 

  ・市長あいさつ 

・委嘱状交付 

  ・委員自己紹介 

  ・職員自己紹介 

３．議事 

 

それでは、議事に入らせていただきます。 

飯能市下水道事業審議会条例第６条により会長が議長を務めることと

なっておりますが、新体制により会長の選出前でございますので、座長

を選出し、（１）「会長、副会長の互選について」の議事を進めさせてい

ただきたいと存じますが、皆様よろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

 それでは、座長を前審議会会長の内沼委員にお願いしたいのですが、

よろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

 それでは、内沼委員よろしくお願いします。座長席へお願いします。 

 

 それでは、しばらくの間、座長を務めさせていただきます。議事（１）

「会長、副会長の互選について」をよろしくお願いします。 

 会長、副会長の選出につきまして、委員の皆様から、自薦、又は他薦

をお願いしたいと存じます。 

 どなたかご推薦はございませんか。なければ、事務局より案がござい

ましたらお願いします。 

 

前回に引き続き、会長を内沼委員に、副会長を青木委員にお願いした

いと考えております。 

 

今、事務局から案が提出されました。会長を私、副会長を青木委員と

いうことでございましたが、皆様いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

それでは、私を会長に、青木委員に副会長をお願いすることにいたし

ます。 

 

（会長、副会長あいさつ） 

 

会議録（３） 
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下水道課長 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

会 長 

 

委 員 

 

 

計画担当リーダー 

 

 

 

委 員 

 

計画担当リーダー 

 

 

 

会 長 

 

委 員 

 

 

 

計画担当リーダー 
 

 

 

 
委 員 

 

計画担当リーダー 

 

 

 

会 長 

 

委 員 

それでは、ここからは内沼会長に議長をお願いいたします。よろしくお

願いします。 

 

それでは、議事（２）「飯能市合流式下水道緊急改善計画事後評価につ

いて」を議題といたします。 

事務局より説明願います。 

 

－事務局説明－ 

 

説明は以上です。何か質疑はございますか。 

 

願成寺付近の雨水吐はスクリーンを設置していますが、その経緯などを

説明してください。 

 

 平成１９年度に設置したスクリーンは、計画当初、きょう雑物削減のた

めの対策はスクリーンを設置する方法が主流であったことから、その考え

方に基づき計画を策定し、設置したものでございます。 

 

 他の雨水吐で水面制御装置を採用した経緯を教えてください。 

 

 当時、スクリーンは確立された技術でした。その後、水面制御装置が地

方自治体で広く採用されるようになり、本市でも平成２５年度に検討した

ところ、設置費及び維持費の面で優れていることから採用いたしました。 

 

他に質疑はございますか。 

 

 雨天時放流水質の基準に記載がある、「雨水の影響が大きい時」とは具

体的にどういうことでしょうか。また、その基準はどのようになっている

のでしょうか。 

 

 「雨水の影響が大きい時」とは、雨によって下水が雨水吐から河川へ流

れ出る状況でございます。水質基準といたしましては、総降雨量10～30mm

の降雨の際に雨水吐から放流される水質について、BOD 値で１ℓ あたり

40mg以下であることが法律により定められております。 

 

基準を超えてしまった場合はどうなるのでしょうか。 

 

本市の水質検査の結果は、基準を満たす数値となっております。しかし、

基準超過の状態が続いた場合は、新たな対策を実施する必要があると考え

ております。 

 

他に質疑はございますか。 

 

水質検査を年１回以上実施することとされている中で、最低限の年１回
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計画担当リーダー 

 

 

 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画担当リーダー 

 

委 員 

 

 

 

計画担当リーダー 

 

委 員 

 

 

計画担当リーダー 

 
委 員 

 

 

 

 

計画担当リーダー 

 

委 員 

 

の検査という回数が少ないと感じるのですが、他自治体の状況はどうなっ

ているのでしょうか。市民としては回数を増やしてもいいのではないかと

の印象も受けます。 

 

県内他市でも年１回の実施としている自治体はございます。年1回とし

ている理由といたしましては、費用面とともに、総降雨量が水質検査の測

定条件である 10mm～30mm の範囲に収まらないことが多く、採水したとし

てもデータとして採用できないことが多くあるためでございます。 

 

近年、予想不可といわれる大雨が日本全国で発生しています。そのよう

な雨が発生した際の影響はどうなるのでしょうか。 

 

 合流式下水道緊急改善事業は、降雨時の未処理下水の放流による、川

下や海への環境面への影響を少なくするためのもので、改善効果を確認

するために、法律に定められた水質検査を年 1 回実施していると考えら

れます。また、降雨量については、大雨の際は汚水が雨で希釈されるた

め、河川への影響が少なく、越流量が少ない雨の時の方が河川への影響

が大きくなると考えられます。 

理想は分流式下水道に置き換えることですが、その費用は高額になる

ため、合流式下水道緊急改善事業を実施したということでよろしいです

か。 

   

はい。 

 

水質検査の目的は、環境改善への取組みの成果であり、検査回数を増

やすことは費用面で負担が大きくなるということでよろしいでしょう

か。 

 

はい。 

 

今回の報告は法律どおりに検査を実施し、基準を満たしているという

内容でよろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

 合流式下水道改善事業は、事業費を13億円以上費やした事業であり、

飯能市の下水道事業として非常に大規模なものとなっています。 

 事業費の財源には補助金も含まれているということでよろしいでしょ

うか。 

 

はい。 

  

環境改善の事業をしているということを、飯能市のPRとして上手に生

かしていただきたいと思います。 
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計画担当リーダー 

 

会 長 

 

委 員 

 

 

 

 

計画担当リーダー 

 

会 長 

 

委 員 

 

 

計画担当リーダー 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 
下水道課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道課長 

 

 

 

 

上下水道部長 

 

 承知いたしました。 

 

他に質疑はございますか。 

 

国に提出する事業評価シートの中の「6.対象事業の整備効果の発現状

況等」という項目で、「（雨水吐4箇所の内、全ての箇所に設置）」となっ

ていますが、「（雨水吐4箇所全てに設置）」とした方が良いのではないで

しょうか。 

 

ご指摘ありがとうございます。修正いたします。 

 

他に質疑はございますか。 

 

今後、下水道管が新設される場合、全て分流式下水道となると考えて

よろしいでしょうか。 

 

 下水道管を新設する箇所につきましては、分流式下水道を計画してお

ります。 

 

 他に質疑はございますか。 

 ないようですので、これで議事（２）を終了します。内容を再度精査

の上、必要書類の提出をお願いいたします。 

 以上で議事は終了いたしました。これをもちまして、議長の職を解か

していただきます。ご協力ありがとうございました。 

 

それでは、委員の皆様のご意見を踏まえ、事後評価報告書を作成させ

ていただきます。ありがとうございました。 

次に、次第４その他でございますが、事務局から２点報告いたします。 

まず、報告1「平成２８年度下水道管きょ布設工事予定箇所（追加分）

について」でございます。 

 

－事務局報告－ 

 

続きまして、報告２「企業会計方式への移行について」でございます。 

 

 －事務局報告－ 

 

報告は以上でございます。長時間にわたって慎重な御審議をいただき、

ありがとうございました。 

 最後に、閉会にあたりまして、町田上下水道部長よりごあいさつ申し

上げます。よろしくお願いします。 

 

－閉会あいさつ－ 

閉会 午前12時00分 
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議事のてん末・概要を記載し、相違ないことを証するためここに署名

します。 

 

 

    平成  年  月  日 

 

 

 

  議長の署名                 

 

 

  委員の署名                 

 

 

 


